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は
じ
め
に

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
二
日
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
は
民
間
情
報
教
育
局
Ｃ
Ｉ
Ｅ
を
設
置
す
る
と
、
一
二
月
末
ま
で
に
四
大
教
育
改
革
を
指
令
し
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
政
策
の
一
つ

と
し
て
、
教
育
改
革
を
精
力
的
に
進
め
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｅ
で
は
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
を
計
画
し
、
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
、
ス
ト
ッ
ダ
ー
ドG. D

. Stoddard

を
団
長
と
す
る
使
節

団
名
簿
を
公
表
し
た
。
第
一
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
は
、
三
月
五
日
・
七
日
に
来
日
し
、
第
一
委
員
会
（
教
育
課
程
・
教
科
書
）、
第
二

委
員
会
（
教
員
養
成
・
教
授
法
）、
第
三
委
員
会
（
一
般
行
政
）、
第
四
委
員
会
（
高
等
教
育
）、
国
語
特
別
委
員
会
、
起
草
特
別
委
員
会
の
設

置
を
決
め
、
仕
事
を
分
担
し
、
三
月
二
〇
日
か
ら
報
告
書
を
作
成
し
、
三
月
三
〇
日
に
完
成
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
へ
提
出
し
、
一
九
四
六
年
四
月

早
稲
田
大
学
に
お
け
る
金
融
緊
急
措
置

│
│ 

第
一
封
鎖
預
金
申
請
と
戦
時
補
償
特
別
税
免
除 

│
│

森　

田　

貴　

子
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七
日
、「
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
」
と
し
て
公
表
し
た１
。

　

こ
の
教
育
改
革
が
開
始
さ
れ
た
時
期
は
、
日
本
に
お
い
て
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
金
融
政
策
も
進
め
ら
れ
て
い
た
時

期
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
日
本
銀
行
券
の
発
行
高
は
急
増
し
、
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
、
日
本
政
府
は
、
一
九
四
六
年
二
月

か
ら
金
融
緊
急
措
置
を
開
始
し
た
。「
金
融
緊
急
措
置
令
」
と
「
日
本
銀
行
券
預
入
令
」
が
公
布
さ
れ
、
封
鎖
預
金
の
設
定
が
行
わ
れ
た
。

同
年
一
〇
月
に
は
「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」
が
公
布
さ
れ
、
事
実
上
の
戦
時
補
償
の
打
ち
切
り
が
決
定
さ
れ
、
通
貨
の
流
通
量
を
強
制

的
に
縮
小
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た２
。

　
「
第
一
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
」
は
「
公
立
の
専
門
学
校
お
よ
び
大
学
を
適
切
に
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金
は
、
国
庫
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
私
立
学
校
に
と
っ
て
は
、
こ
と
は
深
刻
で
あ
る
。
…
…
授
業
料
か
ら
得
ら
れ
る
資
金
以
外
に

…
…
な
ん
ら
か
の
財
政
的
支
持
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
も
し
公
共
の
基
金
が
戦
争
に
よ
る
損
失
の
回
復
に
充
当
さ
れ
る
べ

き
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
…
…
私
立
学
校
に
も
、
同
様
に
そ
の
発
展
の
た
め
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
高
等
教
育
を

施
す
私
立
お
よ
び
公
立
学
校
に
対
し
て
、
公
認
の
寄
付
と
し
て
使
用
さ
れ
る
は
ず
の
凍
結
基
金
は
、
一
刻
も
早
く
凍
結
を
解
除
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
…
…
学
校
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い３
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

　

従
来
、
金
融
緊
急
措
置
は
、
個
人
の
生
活
や
企
業
・
金
融
機
関
の
活
動
に
関
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
高
等
教
育

機
関
で
あ
る
大
学
に
と
っ
て
も
、
教
育
改
革
と
戦
災
復
旧
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
融
緊
急
措
置
に
対
し
て
大
学
の
存
続
を
か

け
た
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
金
融
緊
急
措
置
へ
の
対
応
を
第
一
封
鎖
預
金
へ
の
申
請
と
戦
時
補
償
特
別
税
免
除
か
ら
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
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一　
「
金
融
緊
急
措
置
令
」
と
「
日
本
銀
行
券
預
入
令
」
の
公
布

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
大
蔵
省
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
一
七
日
、「
金
融
緊
急
措
置
令
」（
勅
令
第

八
三
号
）、「
日
本
銀
行
券
預
入
令
」（
勅
令
第
八
四
号
）、「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
」（
大
蔵
省
令
第
一
二
号
）、「
日
本
銀
行
券
預
入
令
施

行
規
則
」（
大
蔵
省
令
第
一
三
号
）
を
公
布
し
、
同
日
施
行
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
金
融
機
関
ハ
、
本
令
施
行
ノ
際
、
現
ニ
存
ス
ル
預
金
其
ノ
他
、
金
融
業
務
ト
ノ
債
務
ニ
シ
テ
命
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
モ

ノ
（
以
下
封
鎖
預
金
等
卜
称
ス
）
ニ
付
テ
ハ
…
…
其
ノ
支
払
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
」（「
金
融
緊
急
措
置
令
」
第
一
条
）、「
封
鎖
支
払
ニ
基
キ
生

ジ
タ
ル
金
融
機
関
ノ
預
金
、
其
ノ
他
金
融
業
務
ト
ノ
債
務
ハ
、
之
ヲ
封
鎖
預
金
等
卜
看
倣
ス
」（「
金
融
緊
急
措
置
令
」
第
二
条
）
と
さ
れ
た
。

国
債
、
地
方
債
、
社
債
等
も
「
債
券
ノ
元
本
ノ
償
還
及
利
息
ノ
支
払
ハ
封
鎖
支
払
ニ
依
」
る
も
の
と
さ
れ
、
株
式
、
配
当
金
等
も
同
じ
と

さ
れ
た
（「
金
融
緊
急
措
置
令
」
第
四
条
）。「
封
鎖
預
金
等
」
の
支
払
い
は
「
一
世
帯
ニ
付
、
其
ノ
生
活
費
等
ニ
充
ツ
ル
為
、
毎
月
世
帯
主

ニ
対
シ
三
百
円
、
及
世
帯
員
一
人
ニ
対
シ
百
円
ノ
割
合
ヲ
以
テ
計
算
シ
タ
ル
金
額
ノ
合
計
額
」、「
毎
月
給
与
、
賃
金
、
手
当
、
賞
与
其
ノ

他
ノ
定
期
的
給
与
ノ
支
払
ノ
為
、
之
ニ
要
ス
ル
金
額
、
但
シ
、
当
該
月
ニ
於
テ
月
額
五
百
円
ヲ
超
ユ
ル
定
期
的
給
与
ヲ
受
タ
ル
者
ア
ル
ト

キ
ハ
、
其
ノ
者
ニ
付
テ
ハ
月
額
五
百
円
」
が
限
度
額
と
さ
れ
た
。（「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
」
第
五
条
）。

　

一
九
四
六
年
三
月
二
日
を
限
り
に
（「
日
本
銀
行
券
預
入
令
施
行
規
則
」
第
二
条
）、「
日
本
銀
行
券
（
以
下
旧
券
卜
称
ス
）」
は
「
強
制
通
用

ノ
効
力
ヲ
失
」
い
（「
日
本
銀
行
券
預
入
令
」
第
一
条
）、
三
月
七
日
ま
で
に
（「
日
本
銀
行
券
預
入
令
施
行
規
則
」
第
三
条
）「
旧
券
ヲ
所
持
ス
ル

者
ハ
…
…
当
該
旧
券
ヲ
金
融
機
関
ニ
対
ス
ル
預
金
、
貯
金
又
ハ
金
銭
信
託
卜
為
ス
ベ
シ
、
命
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
期
間
内
ニ
日
本
銀
行
ニ
対

シ
旧
券
ヲ
以
テ
預
金
ヲ
為
ス
者
ハ
、
預
入
卜
同
時
ニ
…
…
日
本
銀
行
券
（
以
下
新
券
卜
称
ス
）
ニ
依
リ
、
当
該
預
金
ノ
支
払
ヲ
為
ス
べ
キ
コ
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ト
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（「
日
本
銀
行
券
預
入
令
」
第
二
条
）
と
さ
れ
た
。

　

金
融
緊
急
措
置
施
行
後
の
二
月
二
〇
日
に
は
「
日
本
銀
行
券
預
入
令
特
例
ノ
件
」（
勅
令
第
九
〇
号
）
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
後
も
施
行
規

則
は
改
正
が
行
わ
れ
た
。
一
九
四
六
年
七
月
に
戦
時
補
償
の
事
実
上
の
打
ち
切
り
が
決
定
さ
れ
る
と
、
企
業
は
銀
行
に
対
す
る
債
務
の
履

行
が
不
可
能
と
な
り
、
銀
行
も
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
金
融
機
関
が
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ら
ば
、
預
金
の
切
り

捨
て
を
含
む
処
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た４
。
そ
こ
で
、
八
月
一
一
日
、「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
」
が
改
正
さ
れ
（
大

蔵
省
令
第
九
〇
号
）、「
封
鎖
預
金
等
」
を
「
第
一
封
鎖
預
金
等
」
と
「
第
二
封
鎖
預
金
等
」
に
分
割
す
る
処
置
が
と
ら
れ
た
。

　
「
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
午
前
零
時
ニ
於
テ
現
ニ
存
ス
ル
封
鎖
預
金
等
ハ
…
…
第
一
封
鎖
預
金
等
及
第
二
封
鎖
預
金
等
ニ
区
分
」

さ
れ
、「
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
以
後
、
封
鎖
支
払
ニ
基
キ
生
ジ
タ
ル
封
鎖
預
金
等
ハ
第
一
封
鎖
預
金
等
」
と
さ
れ
た
（「
金
融
緊
急

措
置
令
施
行
規
則
」
第
一
条
ノ
二
）。
八
月
一
一
日
午
前
零
時
時
点
で
現
存
の
封
鎖
預
金
の
内
、
個
人
の
第
一
封
鎖
預
金
に
つ
い
て
は
、「
一

口
三
千
円
未
満
ノ
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
全
額
」、「
一
口
三
千
円
以
上
」
は
「
一
世
帯
ニ
付
」
き
「
世
帯
主
及
世
帯
員
各
一
人
ニ
付
四
千
円

ノ
割
合
ヲ
以
テ
計
算
シ
タ
ル
金
額
ノ
合
計
額
但
シ
三
万
二
千
円
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
か
「
一
万
五
千
円
」
の
「
何
レ
カ
多
額
ナ
ル
金

額
」
と
さ
れ
た
（
第
一
条
ノ
三
）。
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
の
第
一
封
鎖
預
金
は
、「
一
口
一
万
五
千
円
以
下
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
全
額
、
一

万
五
千
円
ヲ
超
ユ
ル
ト
キ
ハ
一
万
五
千
円
」（
第
一
条
ノ
三
）
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
慈
善
団
体
、
教
育
団
体
、
医
療
団
体
、
其
ノ
他
専
ラ

公
益
ヲ
目
的
ト
ス
ル
団
体
ニ
シ
テ
封
鎖
預
金
等
審
査
委
員
会
ノ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
同
委
員
会
ノ
定
ム
ル
金
額
」
を
加
算
し
、「
大

蔵
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
、
総
額
百
万
円
ヲ
超
エ
ザ
ル
限
度
ニ
於
テ
、
之
ヲ
増
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
条
ノ
四
ノ
四
）
と
さ
れ
た
。

　

第
一
封
鎖
預
金
設
定
の
申
請
書
は
「
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
ヨ
リ
同
年
九
月
十
日
迄
ニ
…
…
金
融
機
関
ニ
提
出
ス
ベ
シ
」
と
さ
れ

た
（
第
一
条
ノ
七
）。
こ
れ
に
伴
い
大
蔵
省
は
、
八
月
一
一
日
「
公
益
団
体
第
一
封
鎖
預
金
等
指
定
申
請
手
続
」（
大
蔵
省
告
示
第
六
三
四
号
）

を
告
示
し
、「
慈
善
団
体
、
教
育
団
体
、
医
療
団
体
そ
の
他
専
ら
公
益
を
目
的
と
す
る
団
体
」
で
、「
第
一
封
鎖
預
金
等
の
指
定
を
申
請
し
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よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
益
団
体
第
一
封
鎖
預
金
等
指
定
申
請
書
を
、
大
蔵
省
銀
行
局
又
は
最
寄
り
の
財
務
局
を
経
由
し
て
、
封
鎖
預
金

等
審
査
委
員
会
会
長
」
に
、「
正
副
二
通
作
成
し
提
出
」
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

二　

第
一
封
鎖
預
金
へ
の
申
請

　

金
融
緊
急
措
置
に
伴
い
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
も
封
鎖
預
金
設
定
の
問
題
が
起
き
た
。
封
鎖
預
金
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
一
九

四
六
年
三
月
時
点
で
の
早
稲
田
大
学
の
財
政
状
況
を
確
認
す
る
。
第
１

表
は
、「
昭
和
二
十
年
度
収
支
決
算
書
」
の
内
の
「
貸
借
対
照
表
」

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
産
か
ら
、
本
部
敷
地
・
大
隈
講
堂
会
館
敷
地
・
戸
塚
運
動
場
・
第
一
高
等
学
院
敷
地
・
東
伏
見
運
動
場
・

戸
田
橋
艇
庫
用
地
・
鋳
物
研
究
所
敷
地
・
理
工
学
部
研
究
所
敷
地
・
久
留
米
村
錬
成
道
場
敷
地
・
軽
井
沢
所
有
地
・
甘
泉
園
・
戸
塚
町
所

有
地
か
ら
な
る
「
土
地
」
と
、
図
書
館
・
演
劇
博
物
館
・
大
隈
講
堂
・
学
生
ホ
ー
ル
・
本
部
・
武
道
館
・
鋳
物
研
究
所
・
久
留
米
村
錬
成

道
場
・
教
室
・
其
他
・
設
備
か
ら
な
る
「
建
物
及
設
備
」
の
不
動
産
資
産
が
三
五
・
八
％
を
占
め
て
い
る５
。
公
債
は
、
仏
貨
四
分
利
公
債
・

五
分
利
公
債
・
四
分
利
公
債
・
三
分
半
利
公
債
か
ら
な
り
資
産
の
九
・
一
％
で
あ
る
。
株
式
の
占
め
る
割
合
は
少
な
い
が
、
大
日
本
印
刷

株
式
会
社
・
株
式
会
社
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
株
式
で
あ
る
。
預
金
・
貯
金
は
三
八
％
を
占
め
て
い
る
。
預
金
の
内
、
特
殊
預
金
と
は
「
戦

争
中
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
防
止
の
見
地
か
ら
、
企
業
設
備
や
建
物
の
強
制
疎
開
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
補
償
金
、
空
襲
の
被
害
に
対

し
て
支
払
わ
れ
た
損
害
保
険
金
等
を
長
期
預
金
さ
せ
た
も
の６
」
で
、
事
実
上
封
鎖
さ
れ
た
預
金
で
あ
る
。
第
２

表
は
、
早
稲
田
大
学
が
大

蔵
省
へ
、
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日
に
提
出
し
た
「
戦
時
補
償
特
別
税
申
請
書
」
添
付
の
「
戦
災
火
災
保
険
金
受
取
明
細
表
」
か
ら
作

成
し
た
戦
災
火
災
保
険
金
受
取
金
額
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
に
よ
る
被
害
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
戦
災
火
災
保
険
金

の
内
、
第
一
回
査
定
分
の
一
一
六
万
六
〇
五
〇
円
は
帝
国
銀
行
牛
込
支
店
へ
、
第
二
回
査
定
分
の
内
の
一
六
六
万
八
七
七
〇
円
は
安
田
銀
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行
九
段
支
店
へ
特
殊
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
。

　

第
１

表
か
ら
、
特
殊
預
金
を
除
く
、
信
託
預
金
・
定

期
預
金
・
通
知
預
金
・
普
通
預
金
・
普
通
貯
金
・
当
座

預
金
・
振
替
貯
金
合
計
は
六
六
七
万
六
二
四
四
円
二
八

銭
で
資
産
の
三
二
・
四
％
を
占
め
て
い
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｅ
文
書
に
は
、
早
稲
田
大
学
の
「
昭
和
二
十
年

度
収
支
予
算
書
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
九
四
〇
年
度
、

一
九
四
一
年
度
、
一
九
四
四
年
度
、
一
九
四
五
年
度
の

早
稲
田
大
学
の
財
政
を
分
析
し
た
「
早
稲
田
大
学
の
財

源７
」
と
題
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
早
稲
田
大

学
の
財
源
」
の
作
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、「
一
九

四
五
年
度
の
正
確
な
数
字
は
ま
だ
入
手
し
て
い
な
い
」

と
あ
る
こ
と
、
一
九
四
六
年
九
月
に
は
早
稲
田
大
学
は

「
昭
和
二
十
年
度
決
算
書
」
を
大
蔵
省
へ
提
出
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
九
四
六
年
九
月
以
前
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
早
稲
田
大
学
の
財
源
」
で
は
、「
私
立
大
学

の
最
大
の
弱
点
は
、
か
な
り
不
安
定
な
財
政
基
盤
で
あ

第１表　貸借対照表（1946年３月31日現在）

資　　　産 負　　　債
項　目 金額（円） ％ 項　目 金額（円） ％

土地 3,514,923.51 17.0 恩賜金 13,028.93 0.1 
建物及設備 3,874,154.21 18.8 基金 10,480,584.84 50.8 
機械器具 459,966.37 2.2 大隈基金 63,020.49 0.3 
図書標本 1,292,690.72 6.3 高田基金 242,412.69 1.2 
什器 438,791.83 2.1 出版部基金 177,258.53 0.9 
公債 1,872,141.88 9.1 教職員基金 3,955.60 0.0 
株式 79,250.00 0.4 教職員給与基金 1,609,124.03 7.8 
信託預金 177,118.81 0.9 研究費基金 660,069.89 3.2 
定期預金 3,103,417.25 15.0 佐藤文庫基金 13,174.59 0.1 
通知預金 1,000,000.00 4.8 小野奨学基金 11,154.43 0.1 
特殊預金 1,166,050.00 5.7 仮受金 5,624,668.58 27.3 
普通預金 1,876,458.07 9.1 預り金 1,273,847.93 6.2 
普通貯金 228,817.00 1.1 未払金 454,051.44 2.2 
当座預金 104,593.00 0.5 
振替貯金 185,840.15 0.9 
現金 100,987.87 0.5 
仮支出金 1,151,151.30 5.6 
合計 20,626,351.97 100.0 合計 20,626,351.97 100.0 

出典： 「昭和二十年度収支決算書　早稲田大学」『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　
昭和二十二年五月十三日許可　第一封鎖預金指定書類　会計課』（財務関係資料11
「第一封鎖預金指定書類」）。
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る
。
授
業
料
が
、
収
入
の
ほ
ぼ
全
額
を
占
め
る
。
他
の
機
関
と
比
べ
て

早
稲
田
大
学
も
例
外
で
は
な
い
が
、
良
い
方
で
あ
る
。
私
立
の
単
科
大

学
や
総
合
大
学
は
、
運
営
経
費
の
た
め
に
基
金
か
ら
の
収
入
に
頼
っ
て

い
る
。
敷
地
、
建
物
、
実
験
室
、
設
備
は
、
収
入
の
源
泉
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
は
、「
総
収
入
は

約
四
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
授
業
料
は
三
五
〇
万
円
で
あ
る
。
入
学
試
験

料
は
二
八
万
八
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
二
つ
の
収
入
で
三
七
八
万
八
〇
〇

〇
円
で
あ
る
。
支
出
の
う
ち
、
教
員
に
支
払
わ
れ
た
給
料
が
一
四
〇
万

円
に
達
し
た
。
こ
の
年
の
比
較
的
大
き
な
収
入
は
、
復
員
者
の
入
学
と

授
業
料
に
よ
る
増
加
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
３

表
は
、
一
九
四
五
年
度
の
「
経
常
勘
定
収
支
決
算
書
」
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
文
書
の
分
析
通
り
、
収
入
の
七
一
％
を
学
費
が
占
め
て
お
り
、

二
番
目
の
収
入
は
「
試
験
料
」
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
度
予
算
と
決

算
の
差
額
を
見
る
と
、
学
費
が
七
四
万
円
以
上
増
加
し
、
合
計
で
九
二

万
円
以
上
の
増
額
で
あ
っ
た
。
支
出
の
二
四
％
を
占
め
る
教
員
給
は
一

二
万
円
の
減
額
で
あ
っ
た
。
戦
災
に
よ
る
施
設
・
設
備
の
復
旧
、
イ
ン

フ
レ
の
た
め
、
一
九
四
九
年
時
点
で
の
日
本
の
大
学
の
財
政
は
窮
乏

し
、
国
立
大
学
で
は
、
教
官
の
研
究
に
必
要
な
経
費
、
学
生
の
教
育
に

第２表　戦災火災保険金受取金額
（円）

保険契約高 受取保険金
（第１回査定）

受取保険金
（第２回査定） 受取保険金合計

安田火災海上保険株式会社 2,800,000 321,257.50 458,782.50 780,040.00 
東京海上火災保険株式会社 2,360,000 270,774.19 381,670.81 652,445.00 
大正海上火災保険株式会社 1,103,000 126,552.52 192,540.38 319,092.90 
日本火災海上保険株式会社 1,300,000 149,155.28 226,904.72 376,060.00 
同和火災海上保険株式会社 1,000,000 114,734.82 174,564.28 289,299.10 
大阪住友海上火災保険株式会社 500,000 57,367.42 87,282.58 144,650.00 
日新火災海上保険株式会社 550,000 63,104.10 86,010.90 149,115.00 
大東京火災保険株式会社 250,000 28,684.72 33,644.28 62,328.00 
大倉火災海上保険株式会社 200,000 22,946.97 8,983.03 31,930.00 
大成火災保険株式会社 100,000 11,472.48 23,386.52 34,860.00 
計 10,163,000 1,166,050.00 1,673,770.00 2,839,820.00 
内 特殊預金 1,166,050.00 1,668,770.00 2,834,820.00 

封鎖預金 ─ 5,000.00 5,000.00 

出典： 「戦災火災保険金受取明細表」1946年11月20日（『重要書類　昭和二十一年十一月十八日申請　
昭和二十二年五月十三日許可　戦時補償特別免除申請書類綴　会計課』（「財務関係資料」10
「戦時補償特別税免除申請書類綴」）。
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第３表　経常勘定収支決算書（1945年４月１日～1946年３月31日）
（円）

収　入　之　部 支　出　之　部
項　目 1945年度予算 1945年度決算 ％ 項　目 1945年度予算 1945年度決算 ％

学費 2,843,000.00 3,588,800.01 71.2 報酬 23,000.00 16,863.00 0.3
実験実習費 205,700.00 204,610.40 4.1 教員給 1,339,000.00 1,217,641.46 24.2
登録料 54,500.00 69,212.00 1.4 　俸給 925,800.00 921,393.19 18.3
試験料 228,300.00 284,621.00 5.6 　職務給 59,300.00 45,680.61 0.9
大隈講堂収入 3,000.00 12,092.00 0.2 　授業給 77,800.00 64,143.00 1.3
雑収入 5,500.00 51,414.97 1.0 　時間給 276,100.00 186,424.66 3.7
寄付金 1,000.00 12,660.00 0.3 職員給 406,000.00 402,181.43 8.0
理工学部特別研究費繰越金 25,000.00 25,000.00 0.5 傭員給 142,000.00 83,207.39 1.7
基本勘定ヨリ繰入金 750,000.00 790,174.85 15.7 雑給 220,000.00 228,210.41 4.5

諸手当 530,000.00 592,598.09 11.8
旅費 25,000.00 12,459.20 0.2
実験実習費 270,400.00 110,684.42 2.2
修理費 100,000.00 738,974.73 14.7
借地費 1,600.00 375.00 0.0
火災保険料 50,000.00 50,000.00 1.0
消耗品費 219,500.00 506,860.43 10.1
　用品費 80,200.00 166,508.70 3.3
　印刷費 54,500.00 277,346.67 5.5
　通信費 38,800.00 12,459.95 0.2
　点灯費 30,000.00 41,812.44 0.8
　薪炭費 8,000.00 8,492.67 0.2
　被服費 8,000.00 240.00 0.0
広告費 15,000.00 32,142.30 0.6
集会費 20,000.00 10,311.81 0.2
乗車費 10,000.00 3,296.65 0.1
衛生費 10,000.00 5,716.00 0.1
補助費 55,000.00 23,095.95 0.5
大隈講堂費 15,000.00 11,475.73 0.2
演劇博物館費 19,500.00 22,274.28 0.4
鋳物研究所費 100,000.00 39,171.21 0.8
雑費 50,000.00 146,618.30 2.9
理工学部研究所費 50,000.00 7,035.74 0.1
教職員給与基金費へ繰入金 120,000.00 400,000.00 7.9
研究費基金へ繰入金 100,000.00 300,000.00 6.0
予備金 200,000.00 52,391.70 1.0
理工学部特別研究費 25,000.00 25,000.00 0.5

合計 4,116,000.00 5,038,585.23 100.0 合計 4,116,000.00 5,038,585.23 100.0

出典： 「昭和二十年度収支決算書　早稲田大学」『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　昭和二十二年五月
十三日許可　第一封鎖預金指定書類　会計課』（財務関係資料11「第一封鎖預金指定書類」）。

注：1945年度決算の諸手当の金額を修正した。
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必
要
な
経
費
、
大
学
の
一
般
管
理
費
等
の
物
件
費
は
、
支
出
の
三
三
％
に
す
ぎ
ず
、
六
七
％
は
教
官
・
事
務
職
員
の
給
与
、
手
当
等
の
人

件
費
で
占
め
ら
れ
て
い
た８
。
戦
災
復
旧
の
本
格
的
な
開
始
前
と
開
始
後
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
第
３

表
の
一
九
四
五
年
度
決
算
の
支
出

か
ら
は
、
旅
費
を
含
め
た
物
件
費
が
四
九
・
五
％
を
占
め
、
報
酬
、
教
員
給
、
職
員
給
、
傭
員
給
、
雑
給
、
諸
手
当
の
人
件
費
は
五
〇
・

五
％
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
物
件
費
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
金
融
緊
急
措
置
に
伴
い
、
早
稲
田
大
学
で
は
封
鎖
預
金
の
第
一
封
鎖
預
金
と
第
二
封
鎖
預
金
の
区
分
に
つ
い

て
申
請
す
る
必
要
が
生
じ
、
一
九
四
六
年
八
月
以
降
、「
公
益
団
体
第
一
封
鎖
預
金
等
申
請
」
の
書
類
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
第
４

表
は
、

「
昭
和
二
十
一
年
八
月　

日
」
と
記
さ
れ
た
、
八
月
時
点
で
の
「
公
益
団
体
第
一
封
鎖
預
金
等
申
請
」
の
書
類
か
ら
作
成
し
た
表
で
あ
る
。

「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
改
正
」（
一
九
四
六
年
、
大
蔵
省
令
第
九
〇
号
）
は
、
第
一
封
鎖
預
金
等
を
申
請
す
る
に
は
「
一
金
融
機
関
毎
ニ
、

第４表　第一封鎖預金への申請（1946年８月）

預入金融機関店舗先 預金種類 金額（円）

住友銀行神田支店 定期預金 907,630 

　〃 普通預金 79,549 

　〃 通知預金 748,048 

　〃 当座預金 18,782 

（合計） 1,754,009 

帝国銀行牛込支店 定期預金 1,359,483 

　〃 普通預金 187,802 

　〃 通知預金 2,000,000 

　〃　　四谷支店 定期預金 86,000 

（合計） 3,633,285 

安田銀行九段支店 定期預金 671,650 

　〃 当座預金 24,965 

（合計） 696,615 

三菱銀行高田馬場支店 定期預金 78,652 

　〃　　江戸川支店 当座預金 11,880 

（合計） 90,532 

横浜正金銀行東京支店 普通預金 1,174 

（合計） 1,174 

住友信託株式会社 信託預金 2,216 

（合計） 2,216 

三菱信託株式会社 信託預金 124,120 

（合計） 124,120 

三井信託株式会社 信託預金 50,779 

（合計） 50,779 

東京貯金局 振替貯金 188,112 

（合計） 188,112 

総計 6,540,842 

出典： 『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　昭
和二十二年五月十三日許可　第一封鎖預金指
定書類　会計課』（財務関係資料11「第一封
鎖預金指定書類」）。
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其
ノ
種
類
、
金
額
、
第
一
封
鎖
預
金
等
ト
為
ル
ベ
キ
金
額
、
其
ノ
他
封
鎖
預
金
等
ニ
関
ス
ル
事
項
」（
第
一
条
ノ
七
）
を
記
す
こ
と
と
し
て

い
た
。
第
４

表
で
は
、
金
融
機
関
、
預
金
種
類
毎
に
九
つ
に
分
け
て
、
集
計
さ
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
総
額
六
五
四
万
八
四
二

円
を
第
一
封
鎖
預
金
と
し
て
申
請
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
先
の
第
１

表
か
ら
、
三
月
時
点
で
の
、
既
に
封
鎖
さ
れ
て
い
る
特
殊
預
金
を
除

く
預
貯
金
額
は
六
六
七
万
六
二
四
四
円
二
八
銭
で
あ
っ
た
。
第
１

表
と
第
４

表
で
は
、
住
友
銀
行
牛
込
支
店
と
帝
国
銀
行
牛
込
支
店
で
金

額
が
変
動
し
、
一
三
万
五
四
〇
二
円
減
額
し
て
い
る
が
、
預
貯
金
を
第
一
封
鎖
預
金
と
し
て
申
請
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
「
昭
和
二
十
一
年
八
月　

日
」
付
の
、
財
団
法
人
早
稲
田
大
学
理
事
・
総
長
島
田
孝
一
か
ら
封
鎖
預
金
等
審
査
委
員
会
会
長
石
橋

湛
山
宛
の
「
公
益
財
団
第
一
封
鎖
預
金
等
指
定
申
請
ノ
件
」
は
次
の
よ
う
に
申
請
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
附
大
蔵
省
告
示
第
六
三
四
号
首
標
ノ
件
ニ
関
シ
、
本
財
団
ノ
経
営
ニ
係
ル

早
稲
田
大
学
及
第
一
高
等
学
院
、
第
二
高
等
学
院

早
稲
田
大
学
専
門
部
（
政
治
経
済
科
、
法
律
科
、
商
科
及
工
科
）

早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部

早
稲
田
専
門
学
校

早
稲
田
高
等
工
学
校

早
稲
田
工
業
学
校

ノ
六
校
ヲ
代
表
シ
テ

別
紙
ノ
通
リ
、
書
類
相
添
ヘ
及
申
請
候
條
、
御
許
可
相
成
度
、
此
段
御
願
申
上
候
也

財
団
法
人
早
稲
田
大
学
理
事
・
総
長
は
、「
六
校
」
の
代
表
者
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
封
鎖
預
金
等
の
指
定
を
必
要
と
す
る
事
由
は
「
諸

給
与
支
払
及
び
戦
災
復
興
費
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
附
属
書
類
と
し
て
「
事
業
ノ
概
要
」「
貸
借
対
照
表
」「
収
支
計
算
書
」「
収
支
予
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算
書
」「
校
規
」「
預
金
内
訳
表
」
が
付
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
、
早
稲
田
大
学
は
、
預
貯
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
第
一
封
鎖
預
金
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
由
の
第
一
は
、
第
二

封
鎖
預
金
の
支
払
い
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
は
英
文
申
請
書
に
お
い
て
、
第
一
封
鎖
預
金
をRestricted D

eposits

、
第
二
封
鎖
預
金
を

Blocked D
eposits

と
表
現
し
て
い
た９
。
第
一
封
鎖
預
金
の
支
払
い
は
「「
封
鎖
預
金
等
」
を
「
第
一
封
鎖
預
金
等
」
に
改
め
」（「
金
融
緊

急
措
置
令
施
行
規
則
改
正
」
一
九
四
六
年
、
大
蔵
省
令
第
九
〇
号
）、「
封
鎖
預
金
等
ノ
支
払
ハ
、
国
又
ハ
都
道
府
県
、
其
ノ
他
地
方
公
共
団
体

ニ
対
ス
ル
公
租
公
課
、
其
ノ
他
債
務
ノ
支
払
ノ
為
、
当
該
封
鎖
預
金
等
ノ
債
権
者
ノ
選
択
ニ
従
ヒ
、
現
金
ニ
依
ル
支
払
、
又
ハ
封
鎖
支
払

ニ
依
リ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」（「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
」
第
七
条
、
一
九
四
六
年
、
大
蔵
省
令
第
一
二
号
）
と
、
必
要
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
封
鎖
預
金
の
支
払
い
は
「
第
二
封
鎖
預
金
等
ノ
封
鎖
支
払
ニ
依
ル
支
払
ハ
左
ノ
各
号
ノ
使
途
ニ
付
、
其
ノ
合
計

額
ガ
同
号
ニ
定
ム
ル
金
額
ヲ
超
エ
ザ
ル
限
度
ニ
於
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
、
一
、
国
又
ハ
都
道
府
県
其
ノ
他
、
地
方
公
共
団
体
ニ
対
ス
ル

公
租
公
課
ニ
シ
テ
大
蔵
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ノ
支
払
ノ
為
、
之
ニ
要
ス
ル
金
額
、
二
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
ニ
於
テ
現
ニ
存
ス

ル
金
融
機
関
ニ
対
ス
ル
債
務
ノ
元
本
及
利
息
ノ
支
払
ノ
為
、
之
ニ
要
ス
ル
金
額
、
但
シ
、
支
払
ヲ
為
ス
ベ
キ
第
二
封
鎖
預
金
等
ガ
当
該
債

務
ノ
担
保
ニ
供
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ニ
限
ル
、
三
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
前
ニ
封
鎖
預
金
等
ニ
基
キ
振
出
シ
、
又
ハ
発
行
セ
ラ
レ
タ

ル
手
形
、
小
切
手
、
郵
便
為
替
證
書
、
其
ノ
他
之
ニ
準
ズ
ル
支
払
指
図
ニ
シ
テ
同
日
ニ
於
テ
現
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
ノ
支
払
ノ
為
、
之
ニ
要
ス

ル
金
額
、
四
、
他
ノ
法
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
、
第
二
封
鎖
預
金
等
ノ
支
払
ヲ
為
シ
得
ベ
キ
使
途
ノ
為
、
当
該
法
令
ノ
規
定
ニ
依
リ
認
メ
ラ
レ

タ
ル
金
額
、
五
、
大
蔵
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
巳
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
使
途
ニ
充
ツ
ル
為
必
要
ナ
ル
金
額
」（「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
改
正
」

第
七
条
ノ
二
、
一
九
四
六
年
、
大
蔵
省
令
第
九
〇
号
）、
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
第
二
封
鎖
預
金
の
支
払
い
は
使
途
、
限
度
額
が
決
め
ら
れ
、

金
融
機
関
か
ら
の
引
き
出
し
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
る
預
金
で
あ
っ
た
。
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第５表　早稲田大学建物戦災被害状況
被害建物名
　構造

建坪数（坪） 被害坪数（坪） 備　　考延坪数（坪）

1 文学部及高師部校舎
　鉄筋コンクリート造４階建

305.05 300.00
３、４階全焼復旧可能1,370.72 300.00

2 恩賜記念館
　煉瓦造３階建

181.00 全焼復旧可能519.60 519.60

3 商学部校舎
　鉄筋コンクリート造４階建

370.47 700.00
１、２階一部罹災復旧可能1,657.73 102.44

4 演劇博物館
　鉄筋コンクリート造３階建

121.40 屋階全焼復旧可能452.16 110.00

5 理工学部（採冶）校舎
　鉄筋コンクリート造５階建

409.07 屋階全焼復旧可能2,186.50 130.00

6 理工学部（採冶）実験室
　煉瓦造平屋

180.68 全焼復旧可能180.68 180.68

7 電気機械実験室
　煉瓦造木造平屋一部２階

350.23 全焼再使用不能472.39 472.39

8 鎔接実験室
　鉄骨平屋

16.60 全焼16.60 16.60

9 鍛冶場
　木造平屋造

12.50 全焼12.50 12.50

10 仕上及木工場　木造２階建
100.00 全焼184.37 184.37

11 デーゼル機関室　木造平屋造
15.00 全焼15.00 15.00

12 鋳物実習場　木造平屋造
63.92 全焼63.92 63.92

13 理工学部木造校舎　木造４階建
203.55 713.55 全焼713.55 713.55

14 建築実験室　木造平屋造
6.00 全焼6.00 6.00

15 理工学部研究室　鉄筋コンクリート５階建
162.00 100.00 屋階全焼復旧可能648.50 45.00

16 専門部工科校舎　木造２階建
200.00 400.00 全焼400.00 400.00

17 第二高等学院木造校舎　木造２階建
145.64 291.28 全焼291.28 291.28

18 第二高等学院　特殊教室　木造２階建
22.50 45.00 全焼45.00 45.00

19 第二高等学院 31.50 63.00 全焼63.00 63.00

20 第二高等学院　食堂　木造平屋建
56.66 全焼56.66 56.66

21 野球部更衣室、外８棟　木造平屋造
104.41 全焼104.41 104.41

22 大隈会館　木造平屋建
537.45 全焼537.45 537.45

23 学生部室８棟　木造平屋建
341.12 全焼341.12 341.12

24 自動車庫３棟　木造平屋建
16.00 全焼16.00 16.00

25 茶室　木造平屋建
21.28 全焼21.28 21.28

26 校友会別館　木造平屋建一部２階
156.10 全焼189.37 156.10

27 校友会別館　門衛所　木造平屋建
5.50 全焼5.50 5.50

28 石油工学科校舎４号１棟　木造２階建
146.39 286.39 全焼286.39 286.39

29 第一高等学院校舎　木造２階建６棟
1,165.66 2,133.07 全焼2,133.07 1,925.82

30 第一高等学院学生会館、外21棟　木造平屋一部２階
660.40 全焼685.40 685.40

31 理工学研究所　煉瓦鉄筋木造８棟
408.43 全焼435.43 435.43

合計 6,516.51 9,102.70
14,111.58 4,172.48

出典： 「早稲田大学建物戦災被害状況調書」『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　昭和二十二年五月十三日許
可　第一封鎖預金指定書類　会計課』（財務関係資料11「第一封鎖預金指定書類」）。

注：被害坪数の斜体は教室。合計の焼失面積は9,102坪、焼失校舎4,172坪49を修正した。



25
　

第
５

表
は
、
一
九
四
五
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
に
よ
る
「
早
稲
田
大
学
建
物
戦
災
被
害
状
況
」
で
あ
る
。
三
一
の
建
物
群
、
九
一
〇
二

坪
が
焼
失
し
、
そ
の
内
四
一
七
二
坪
は
教
室
で
あ
っ
た
。
先
の
附
属
書
類
の
「
事
業
ノ
概
要
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
大
学
ハ
、
明
治
十
五
年
十
月
二
十
一
日
、
東
京
専
門
学
校
ト
称
シ
テ
開
校
セ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
、「
学
問
ノ
独
立
」、「
学
問
ノ
活
用
」、「
模
範
国
民
ノ

造
就
」
ヲ
建
学
ノ
本
旨
ト
シ
テ
、
人
材
ノ
育
成
、
学
術
ノ
研
究
、
教
授
及
普
及
ニ
斯
界
ニ
貢
献
セ
リ
、
現
在
大
学
部
（
政
治
経
済
、
法
、
文
、
商
、

理
工
各
学
部
）、
専
門
部
（
政
治
経
済
、
法
、
商
、
工
科
）、
附
属
高
等
師
範
部
、
第
一
及
第
二
高
等
学
院
、
専
門
学
校
、
高
等
工
学
校
及
ビ
工
業
学

校
、
鋳
物
研
究
所
、
演
劇
博
物
館
、
図
書
館
（
収
蔵
図
書
五
拾
万
冊
）
ヲ
設
置
シ
、
教
職
員
約
一
千
名
、
学
生
約
二
万
四
千
余
名
ヲ
擁
セ
リ

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
ノ
空
襲
ニ
ヨ
リ
恩
賜
記
念
館
ヲ
始
メ
、
建
物
及
ビ
機
械
、
器
具
、
図
書
標
本
等
ノ
約
三
分
ノ
一
ヲ
焼
失
シ
、
之
ガ
現
在

復
旧
ニ
対
シ
テ
ハ
六
千
壹
百
余
万
円
ノ
巨
額
ヲ
要
ス
ル
見
込
ニ
シ
テ
、
淀
橋
区
戸
塚
町
所
在
校
舎
設
備
ノ
復
旧
工
事
ニ
着
手
シ
、
目
下
鋭
意
完
成
ニ

努
力
中
ナ
ル
モ
、
資
金
調
達
ノ
為
メ
、
特
殊
預
金
ノ
解
除
、
及
ビ
借
入
金
ノ
認
可
ヲ
文
部
省
ヲ
経
由
大
蔵
大
臣
ニ
申
請
中
ナ
リＡ

　

早
稲
田
大
学
で
は
戦
災
か
ら
の
復
旧
が
急
が
れ
、「
復
旧
工
事
三
ケ
年
完
成
予
定Ｂ
」
で
、
六
一
〇
〇
万
円
の
巨
費
を
必
要
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
先
の
第
３

表
に
見
る
よ
う
に
、「
学
費
」
以
外
に
主
た
る
収
入
源
は
な
く
、「
大
隈
講
堂
収
入
」
の
収
入
に
占
め
る
割
合
は
微
々

た
る
も
の
で
あ
り
、
土
地
・
建
物
・
研
究
設
備
は
収
益
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
資
産
の
三
二
％
以
上
を
占
め
る
預

貯
金
が
、
第
二
封
鎖
預
金
に
設
定
さ
れ
て
は
、
復
旧
の
た
め
の
資
金
調
達
が
困
難
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。

　

理
由
の
第
二
は
、
第
二
封
鎖
預
金
の
切
り
捨
て
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
封
鎖
預
金
を
第
一
と
第
二
に
区
分
し
た
理
由
は
、
一
九

四
六
年
七
月
の
戦
時
補
償
の
打
ち
切
り
決
定
に
伴
う
、
金
融
機
関
の
整
理
と
預
金
の
切
り
捨
て
を
含
む
処
置
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
第
二
封
鎖
預
金
は
、「
金
融
機
関
再
建
整
備
法
」
に
も
と
づ
く
旧
勘
定
の
処
理
に
さ
い
し
、
損
失
補
填
の
た
め
に
切
り
捨
て
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
たＣ
。
第
二
封
鎖
預
金
切
り
捨
て
へ
の
懸
念
は
、
新
聞
紙
上
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』

（
一
九
四
六
年
八
月
一
一
日
）
は
「
最
大
五
割
内
外
か
│
│
第
二
封
鎖
預
金
の
切
捨
て
」
と
題
し
て
「
第
二
封
鎖
預
金
に
繰
入
れ
ら
れ
た
預
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貯
金
は
ど
う
な
る
か
…
…
企
業
会
社
の
整
理
、
こ
れ
ら
整
理
会
社
に
融
資
し
て
ゐ
た
銀
行
の
整
理
に
あ
た
つ
て
整
理
の
対
象
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
多
か
れ
少
な
か
れ
切
捨
て
ら
れ
る
の
は
免
れ
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
全
部
没
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
報
道
し
た
。「
全

部
没
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、「
多
か
れ
少
な
か
れ
切
捨
て
ら
れ
る
の
は
免
れ
な
い
」
と
、
第
二
封
鎖
預
金

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

　
「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
改
正
」（
一
九
四
六
年
、
大
蔵
省
令
第
九
〇
号
）
で
、
第
一
封
鎖
預
金
は
、「
慈
善
団
体
、
教
育
団
体
、
医
療

団
体
、
其
ノ
他
専
ラ
公
益
ヲ
目
的
ト
ス
ル
団
体
」
に
つ
い
て
は
、「
大
蔵
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
総
額
百
万
円
ヲ
超
エ
ザ
ル
限
度
ニ
於
テ
、

之
ヲ
増
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
条
ノ
四
ノ
四
）
と
さ
れ
、
限
度
額
は
一
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

早
稲
田
大
学
が
預
貯
金
六
五
四
万
円
八
四
二
円
を
第
一
封
鎖
預
金
に
申
請
し
て
も
、
五
五
〇
万
円
以
上
の
預
貯
金
が
第
二
封
鎖
預
金
に

設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
五
五
〇
万
円
以
上
の
預
貯
金
が
封
鎖
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
事
態

は
何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

第
６

表
は
、「
昭
和
二
十
一
年
九
月　

日
」
付
の
「
第
一
封
鎖
預
金
等
申
請
書
」
か
ら
作
成
し
た
第
一
封
鎖
預
金
申
請
で
あ
る
。
総
額
六

五
四
万
八
四
二
円
の
申
請
額
に
変
更
は
な
い
が
、
預
貯
金
は
、
大
学
部
、
第
一
・
第
二
早
稲
田
高
等
学
院
、
専
門
部
、
高
等
師
範
部
、
早

稲
田
専
門
学
校
、
早
稲
田
高
等
工
学
校
、
早
稲
田
工
業
学
校
の
七
校
に
分
散
さ
れ
た
。
各
校
の
申
請
預
貯
金
額
を
、
九
九
万
八
一
六
六
円

を
最
高
に
、
す
べ
て
一
〇
〇
万
円
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
定
す
る
た
め
に
は
、
大
学
と
第
一
・
第
二
高
等
学
院
を
同
一
の
も
の
と
し
て
で

は
な
く
、
二
つ
の
学
校
に
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
文
書
に
は
〝REQ

U
EST
 FO
R EST

A
BLISH

M
EN
T
 O
F REST

RICT
ED
 

D
EPO

SIT
S

〞〝SEV
EN
 FIN

A
N
CIA
L U
N
IT
S O
F W

A
SED
A
 U
N
IV
ERSIT

Y

Ｄ
〞
と
い
う
、
金
融
機
関
ご
と
の
早
稲
田
大
学
第

一
封
鎖
預
金
指
定
申
請
書
と
、
七
校
に
分
け
ら
れ
た
申
請
書
の
英
文
翻
訳
申
請
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
四
六
年
九

月
五
日
に
申
告
さ
れ
た
申
請
書
は
、「
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
規
則
改
正
」
に
従
い
、
銀
行
毎
の
申
請
書
も
提
出
し
た
が
、
九
月
作
成
の
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七
つ
の
学
校
毎
の
申
請
書
も
提
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

申
請
書
の
提
出
と
と
も
に
、
第
一
封
鎖
預
金
指
定
へ
の
依
頼
も
行
わ
れ
た
。
一
九
四
六
年
九
月
四
日
に
は
、
文
部
省
学
校
教
育
局
長
日

高
第
四
郎
か
ら
大
蔵
省
銀
行
局
長
へ
宛
て
「
右
財
団
法
人
早
稲
田
大
学
は
数
個
の
学
校
を
経
営
い
た
し
て
居
り
、
昨
年
戦
災
の
為
、
其
の

三
分
一
を
焼
失
致
し
復
旧
に
は
巨
額
の
費
用
を
要
す
る
実
状
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
特
別
の
御
詮
議
下
さ
る
様
、
御
願
ひ
い
た
し
ま
すＥ
。」

と
の
、
依
頼
が
行
わ
れ
た
。
同
年
九
月
二
一
日
に
は
、
先
の
第
５

表
の
「
早
稲
田
大
学
建
物
戦
災
被
害
状
況
調
書
」
を
携
え
、「
封
鎖
預

金
解
除
逓
進
ノ
タ
メＦ
」
島
田
総
長
は
大
蔵
省
関
係
局
長
を
訪
問
し
た
。

　

同
年
一
〇
月
一
五
日
・
一
六
日
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
教
育
局
の
マ
ッ
ク
グ
レ
ー
ルT

. H
. M
cGrail

と
早
稲
田
大
学
のM

r. S. N
akajim

a

は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
お
い
て
、「
私
立
学
校
の
封
鎖
預
金Ｇ
」
に
つ
い
て
、
会
議
を
し
た
。
マ
ッ
ク
グ
レ
ー
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
大
学
の

第６表　第一封鎖預金への申請（1946年９月）
預入金融機関店舗名 預金種類 金額（円）

早稲田大学
帝国銀行牛込支店 定期預金 12,439 
安田銀行九段支店 定期預金 70,000 
住友銀行神田支店 通知預金 348,048 
帝国銀行牛込支店 普通預金 145,651 
横浜正金銀行東京支店 普通預金 1,174 
住友銀行神田支店 当座預金 18,782 
安田銀行九段支店 当座預金 24,965 
三菱銀行高田馬場支店 当座預金 11,880 
住友信託東京支店 信託預金 2,216 
三菱信託株式会社 信託預金 124,120 
三井信託株式会社 信託預金 50,779 
東京貯金局 振替貯金 188,112 
（合計） 998,166 
第一、第二早稲田高等学院
住友銀行神田支店 定期預金 210,069 
帝国銀行牛込支店 定期預金 650,000 
帝国銀行牛込支店 通知預金 100,000 
住友銀行神田支店 普通預金 10,449 
帝国銀行牛込支店 普通預金 22,008 
（合計） 992,526 
早稲田大学専門部
住友銀行神田支店 定期預金 403,216 
帝国銀行牛込支店 定期預金 238,094 
住友銀行神田支店 通知預金 300,000 
住友銀行神田支店 普通預金 44,332 
（合計） 985,642 
早稲田大学高等師範部
住友銀行神田支店 定期預金 28,500 
安田銀行九段支店 定期預金 500,000 
帝国銀行牛込支店 通知預金 400,000 
住友銀行神田支店 普通預金 22,467 
（合計） 950,967 
早稲田大学附属専門学校
帝国銀行牛込支店 定期預金 155,000 
帝国銀行四谷支店 定期預金 86,000 
安田銀行九段支店 定期預金 101,650 
帝国銀行牛込支店 普通預金 3,495 
帝国銀行牛込支店 通知預金 600,000 
（合計） 946,145 
早稲田大学附属高等工学校
帝国銀行牛込支店 定期預金 303,950 
帝国銀行牛込支店 通知預金 500,000 
住友銀行神田支店 通知預金 100,000 
住友銀行神田支店 普通預金 2,301 
帝国銀行牛込支店 普通預金 14,104 
（合計） 920,355 
早稲田大学附属工業学校
住友銀行神田支店 定期預金 265,845 
三菱銀行江戸川支店 定期預金 78,652 
帝国銀行牛込支店 通知預金 400,000 
帝国銀行牛込支店 普通預金 2,544 
（合計） 747,041 
総計 6,540,842 
出典： 『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　昭和二十

二年五月十三日許可　第一封鎖預金指定書類　会
計課』（財務関係資料11「第一封鎖預金指定書類」）。
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英
文
学
の
教
授
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
来
日
し
、
ホ
ー
ム
ズL. H

olm
es

等
と
大
学
認
定
協
会
の
設
立
の
た
め
の
行
政
指

導
に
取
り
組
ん
だ
。
マ
ッ
ク
グ
レ
ー
ル
は
文
部
省
官
僚
等
と
会
議
を
し
、
多
く
の
報
告
書
が
残
さ
れ
て
い
るＨ
。

　

一
〇
月
一
五
日
付
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、N

akajim
a

は
「
圧
力
に
よ
っ
て
、
第
二
封
鎖
預
金
と
火
災
保
険
賠
償
の
両
方
と
も
解
除
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
を
信
じ
て
い
た
」。
一
六
日
付
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、N
akajim

a

は
「
分
割
さ
れ
た
学
校
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
合
大
学
は
、

一
つ
の
機
関
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
各
学
校
の
基
盤
に
基
づ
い
て
封
鎖
預
金
の
払
い
戻
し
に
適
用
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
」
と
質
問
し
、

N
akajim

a

と
し
て
は
「
こ
の
問
題
は
根
本
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
財
政
政
策
と
手
続
き
の
問
題
で
あ
るＩ
」
と
語
っ
た
、
と
い
う
。

　

こ
の
マ
ッ
ク
グ
レ
ー
ル
とN

akajim
a

と
の
会
議
か
ら
、
封
鎖
預
金
の
設
定
に
お
い
て
、
早
稲
田
大
学
は
一
校
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
か
、

七
校
と
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
お
い
て
直
接
提
議
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
問
題
は

私
立
学
校
全
体
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
も
早
稲
田
大
学
で
は
、
継
続
的
に
封
鎖
預
金
の
解
除
を
申
請
し
て
い
た
。「
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
八
日
、
文
部
省
学
校
教
育

局
大
学
教
育
課
ヘ
提
出
ス
」
と
記
入
が
残
さ
れ
て
い
る
メ
モ
に
は
、
封
鎖
解
除
申
請
額
六
五
四
万
八
四
二
円
と
し
、
被
害
状
況
は
合
計
六

〇
九
一
万
三
六
五
五
円
で
あ
り
、
一
九
四
六
年
度
内
の
「
収
入
見
込
額
」
と
し
て
合
計
三
四
一
万
七
三
〇
〇
円
と
見
積
も
り
、「
封
鎖
解

除
ナ
ラ
ザ
ル
時
」
差
引
不
足
額
は
六
八
三
三
万
六
五
九
一
円
と
な
る
こ
と
。
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
現
在
、
帝
国
銀
行
牛
込
支
店
か

ら
一
四
〇
万
円
を
借
入
れ
て
い
る
が
、「
封
鎖
預
金
未
解
除
ノ
場
合
借
入
金
予
想
」
は
一
九
四
六
年
八
月
一
一
日
か
ら
一
九
四
七
年
三
月

三
一
日
で
合
計
二
一
三
三
万
六
五
九
一
円
と
な
り
、
年
度
内
借
入
予
想
額
は
一
九
九
三
万
六
五
九
一
円
と
な
る
こ
と
。
現
在
経
営
中
の
学

校
は
七
校
で
あ
り
、
教
職
員
総
数
は
一
〇
四
一
名
、
学
生
総
数
は
二
万
三
七
四
八
名
と
報
告
し
て
い
るＪ
。

　

第
７

表
は
、
第
一
、
第
二
封
鎖
預
金
の
内
訳
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
早
稲
田
大
学
は
一
つ
の
財
団
法
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
預
貯
金
は
、
九
つ
の
金
融
機
関
毎
に
集
計
さ
れ
、
第
一
封
鎖
預
金
六
八
万
九
〇
五
一
円
、
第
二
封
鎖
預
金
五
八
五
万
一
七
九
一
円
と
、
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預
貯
金
の
八
九
・
五
％
が
第
二
封
鎖
預
金
へ
設
定
さ
れ
た
。

　

一
九
四
七
年
二
月
一
七
日
付
の
「
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
五
日
ノ
通
牒
ニ

対
シ
、
下
記
ノ
通
リ
御
報
告
致
シ
マ
スＫ
」
と
あ
る
「
公
益
団
体
第
一
封
鎖
預

金
等
申
請
ニ
関
ス
ル
件
」
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料
の
英
文
翻

訳
に
は
、
欄
外
に
「
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
八
日
大
蔵
省
ヘ
提
出
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
九
四
七
年
二
月
時
点
で
も
、
第
一
封
鎖
預
金
へ
の
変
更
の
申

請
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
後
、
第
一
封
鎖
預
金
指
定
申
請
に
関
す
る
経
過
は
不
明
で
あ
る
。
だ

が
、
一
九
四
六
年
九
月
四
日
付
、
九
月
五
日
申
告
の
文
部
省
学
校
教
育
局
長

日
高
第
四
郎
か
ら
大
蔵
省
銀
行
局
長
宛
「
第
一
封
鎖
預
金
等
指
定
申
請
の

件Ｌ
」
の
欄
外
に
は
、「
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
三
日
全
額
許
可
」
と
あ
る
。

一
九
四
七
年
一
〇
月
四
日
付
で
、
早
稲
田
大
学
理
事
・
総
長
島
田
孝
一
は
文

部
省
学
校
教
育
局
大
学
教
育
課
長
へ
宛
て
「
封
鎖
預
金
に
つ
い
て
」
と
い
う

次
の
書
類
を
提
出
し
た
。

　
　

記

一
、
第
一
封
鎖
預
金
切
替
前
の
第
二
封
鎖
預
金
総
額

　

金　

五
、
六
五
一
、
一
三
四
円

二
、
第
二
封
鎖
預
金
よ
り
第
一
封
鎖
預
金
に
切
替
え
た
総
額

第７表　第一、第二封鎖預金内訳
（円）

預先金融機関店舗名 第一封鎖預金 第二封鎖預金 合　計
住友銀行神田支店 265,311 1,488,698 1,754,009
帝国銀行牛込支店 194,818 3,352,467 3,547,285
　 〃　 四谷支店 15,000 71,000 86,000
安田銀行九段支店 60,000 636,615 696,615
三菱銀行高田馬場支店 18,652 60,000 78,652
　 〃　 江戸川支店 11,880 ─ 11,880
横浜正金銀行東京支店 1,174 ─ 1,174
住友信託株式会社東京支店 2,216 ─ 2,216
三菱信託株式会社 60,000 64,120 124,120
三井信託株式会社 15,000 35,779 50,779
東京振替貯金局 45,000 143,112 188,112
合計 689,051 5,851,791 6,540,842

出典： 「第一、第二封鎖預金内訳表」『重要書類　昭和二十一年九月五日申請　昭和二
十二年五月十三日許可　第一封鎖預金指定書類　会計課』（財務関係資料11「第
一封鎖預金指定書類」）。
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金　

五
、
六
五
一
、
一
三
四
円

三
、
現
在
手
持
の
第
二
封
鎖
預
金
総
額

　

無
しＭ

　

こ
こ
に
、
早
稲
田
大
学
の
第
二
封
鎖
預
金
は
全
額
、
第
一
封
鎖
預
金
へ
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
、
第
二
封
鎖
預
金
は
、「
金
融
機
関
再
建
整
備
法
」
に
従
い
、
金
融
機
関
毎
に
整
理
が
行
な
わ
れ
、
金
融
機
関
毎
に
第
二
封
鎖

預
金
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
。
処
理
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
残
っ
た
第
二
封
鎖
預
金
は
第
一
封
鎖
預
金
に
組
み
替
え
ら
れ
、
一
九
四
八
年
七
月

二
一
日
を
も
っ
て
第
一
封
鎖
預
金
は
す
べ
て
自
由
預
金
に
移
さ
れ
、
封
鎖
預
金
は
終
了
し
たＮ
。

三　

戦
時
補
償
特
別
税
の
免
除

　

戦
時
中
に
政
府
が
民
間
に
支
払
い
を
約
束
し
た
戦
時
補
償
は
、
総
額
五
六
五
億
円
に
上
っ
た
。
戦
時
補
償
の
支
払
い
は
、
財
政
の
大
き

な
負
担
と
な
り
、
通
貨
面
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
の
要
因
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
、
戦
時
補
償
支
払

い
凍
結
と
戦
時
利
得
税
・
財
産
税
の
新
設
を
指
令
し
た
。
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
九
日
「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」（
法
律
第
三
八
号
）
が

公
布
さ
れ
、
戦
時
補
償
は
支
払
う
が
、
ほ
ぼ
全
額
に
戦
時
補
償
特
別
税
を
付
加
す
る
と
い
う
、
事
実
上
の
補
償
打
ち
切
り
が
と
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」
に
お
い
て
は
、「
一
慈
善
団
体
、
二
教
育
団
体
、
三
医
療
団
体
」（「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
施
行
規
則
」

第
一
条
、
一
九
四
六
年
大
蔵
省
令
第
一
一
三
号
）
は
、「
戦
時
補
償
特
別
税
を
軽
減
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」

第
一
二
条
）
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日
大
蔵
大
臣
石
橋
湛
山
宛
「
戦
時
補
償
特
別
税
申
請
書Ｏ
」
を
提
出
し
た
。
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そ
の
内
容
は
、
先
の
第
２

表
か
ら
、
受
取
保
険
金
額
二
八
三
万
九
八
二
〇
円
が
戦
時
補
償
特
別
税
の
課
税
額
と
な
り
、
控
除
金
額
一
〇
万

円
、
納
付
す
べ
き
税
額
二
七
三
万
九
八
二
〇
円
、
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額
は
二
七
三
万
九
八
二
〇
円
と
な
り
、
免
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
理
由
は
、「
戦
災
復
旧
費
」
と
さ
れ
た
。

　
「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」
に
お
い
て
は
、
封
鎖
預
金
と
は
異
な
り
、
最
初
か
ら
、
教
育
機
関
へ
の
免
税
が
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

一
九
四
七
年
五
月
一
三
日
、
申
請
は
認
可
さ
れ
、
戦
時
補
償
特
別
税
は
免
除
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
金
融
緊
急
措
置
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
を
、
封
鎖
預
金
の
設
定
と
戦
時
補
償

特
別
税
免
除
か
ら
ま
と
め
る
。

　

第
一
に
、
一
九
四
六
年
二
月
か
ら
開
始
し
た
金
融
緊
急
措
置
に
よ
り
、
早
稲
田
大
学
で
は
資
産
の
三
二
％
以
上
を
占
め
る
預
貯
金
が
封

鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
八
月
に
第
一
封
鎖
預
金
と
第
二
封
鎖
預
金
へ
の
区
分
が
実
施
さ
れ
る
と
、
政
府
は
公
益
団
体
に
は
第
一
封
鎖

預
金
へ
の
設
定
額
の
制
限
を
緩
和
し
た
。
し
か
し
、
早
稲
田
大
学
に
と
っ
て
は
緩
和
さ
れ
た
金
額
は
不
十
分
な
額
で
あ
っ
た
。
預
貯
金
の

八
五
％
以
上
が
、
金
融
機
関
か
ら
ほ
ぼ
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
切
り
捨
て
の
お
そ
れ
の
あ
る
第
二
封
鎖
預
金
に
設
定
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
と
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
大
学
を
一
つ
の
財
団
と
し
て
で
は
な
く
、
七
つ
の
学
校
と
し
て
示
し
、
預
貯
金
を
第
一
封
鎖
預

金
に
申
請
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
封
鎖
預
金
設
定
の
問
題
は
、
早
稲
田
大
学
の
み
な
ら
ず
、
私
立
学
校
全

体
の
問
題
と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
提
議
さ
れ
た
。
交
渉
の
末
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
一
九
四
七
年
五
月
に
第
二
封
鎖
預
金
を
第
一
封
鎖
預
金
に

全
額
切
り
換
え
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
、
一
九
四
八
年
の
第
二
封
鎖
預
金
の
整
理
と
切
り
捨
て
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
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第
二
に
、金
融
緊
急
措
置
の
一
環
と
し
て
、封
鎖
預
金
の
設
定
と
同
時
に
実
施
さ
れ
た
戦
時
補
償
特
別
税
は
、「
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
」

公
布
の
当
初
か
ら
、
教
育
機
関
は
減
税
、
免
除
が
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
封
鎖
預
金
程
に
は
問
題
は
起
き
ず
に
、
早
稲
田
大
学
は
戦
時

補
償
特
別
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

金
融
緊
急
措
置
は
、
個
人
や
企
業
・
金
融
機
関
だ
け
で
な
く
教
育
機
関
に
お
い
て
も
、
学
校
の
存
続
の
た
め
に
そ
の
対
応
は
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

註（
１

） 

鈴
木
英
一
「
連
合
国
の
対
日
占
領
教
育
政
策
」（「
講
座
日
本
教
育

史
」
編
集
委
員
会
編
『
講
座
日
本
教
育
史
』
第
四
巻
、
現
代
Ⅰ
／
現

代
Ⅱ
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
三
四
〜
二
三
六
頁
。

（
２

） 

大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
│
│
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』

第
一
二
巻
金
融
（
一
）、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
、
二
七

〜
三
二
、
九
五
〜
九
六
、
一
五
〇
頁
。

（
３

） 

村
井
実
『
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
』
講
談
社
、
一
九
八
三

年
、
一
一
一
〜
一
一
二
頁
。

（
４

） 

前
掲
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
│
│
終
戦
か
ら
講
和

ま
で
』
第
一
二
巻
金
融
（
一
）、
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
５

） 

資
産
の
内
訳
は
、「
財
産
目
録
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

現
在
）」（「
昭
和
二
十
年
度
収
支
決
算
書　

早
稲
田
大
学
」『
重
要
書

類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
三
日

許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』（
財
務
関
係
資
料
11

「
第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類
」））
に
よ
る
。

（
６

） 

日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
第
五
巻
、

日
本
銀
行
、
一
九
八
五
年
、
二
六
頁
。

（
７

） W
aseda U

niversity (T
okyo), Jan.1946- A

ug.1951, GH
Q
/

SCA
P Records, CIE, 5654 (15).

（
８

） 

文
部
省
『
わ
が
国
の
高
等
教
育
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
四
年
、

五
四
頁
。

（
９

） 

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十

二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
10
） 

同
前
。

（
11
） 

「
将
来
の
事
業
計
画
」（『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十

八
日
申
請　

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
三
日
許
可　

戦
時
補
償
特
別
（
マ
マ
）免

除
申
請
書
類
綴　

会
計
課
』（「
財
務
関
係
資
料
」
10
「
戦
時
補
償
特

別
税
免
除
申
請
書
類
綴
」）。）

（
12
） 
前
掲
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
│
│
終
戦
か
ら
講
和

ま
で
』
第
一
二
巻
金
融
（
一
）、
一
二
四
・
一
四
六
頁
。

（
13
） W

aseda U
niversity (T

okyo), Jan.1946- A
ug.1951, GH

Q
/
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SCA

P Records, CIE, 5654 (15).
（
14
） 

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十

二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
15
） 
「
早
稲
田
大
学
建
物
戦
災
被
害
状
況
調
書
」
前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
16
） 337 Conference R

eports, E
ducation D

ivision ‒ M
cG
rail, 

GH
Q
/SCA

P Records, CIE, 5362 (1).

（
17
） 

〝E
ducational R

eform
 in Japan, 1945-1952 Part2

〞, p.7.

（
18
） 337 Conference R

eports, E
ducation D

ivision ‒ M
cG
rail, 

GH
Q
/SCA

P Records, CIE, 5362 (1).

（
19
）　

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十

二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
20
）　

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十

二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
21
）　

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日
申
請　

昭
和

二
十
二
年
五
月
十
三
日
許
可　

戦
時
補
償
特
別
免
除
申
請
書
類
綴　

会
計
課
』。

（
22
）　

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
九
月
五
日
申
請　

昭
和
二
十

二
年
五
月
十
三
日
許
可　

第
一
封
鎖
預
金
指
定
書
類　

会
計
課
』。

（
23
）　

前
掲
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
│
│
終
戦
か
ら
講
和
ま

で
』
第
一
二
巻
金
融
（
一
）、
一
四
七
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
重
要
書
類　

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日
申
請　

昭
和

二
十
二
年
五
月
十
三
日
許
可　

戦
時
補
償
特
別
免
除
申
請
書
類
綴　

会
計
課
』。


